
＜埼玉県学校総合体育大会 テニス 個人戦 注意事項＞ 
 
熱中症対策について 【最重要事項】 

・とにかく熱中症にならない！！！！！！！！！！！ 
・チェンジエンドのみならず、チェンジサービス時も水分補給を認める。試合時のみならず、水分補 

給をこまめにとるようにする。 
・監督の先生、引率の保護者は選手が少しでも体調がおかしいと感じたら棄権する勇気をお願いしま 
す。 

 
大会について 
・１日目に３試合、ベスト４まで決める予定です。男子ダブルス以外は補欠決めもやりますので、ベ

スト８の選手も２日目にきてもらいます。（補欠になる意思があるか確認します。） 
・ 関東大会への出場が推薦される本数は以下の通りです。 

男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス 
4 3 5 ４ 

・学校教育活動の一環として行われている大会なので、スマートフォン等を使用しないなど学校内で
のルールに従って参加する。SNS等のアップも避ける。悪質な場合は所属校に連絡します。 

・ 試合が終わり帰るときは、必ず本部に報告してから帰ること。 
・ 弁当のゴミ、張り替えたグリップテープ等、自分で出したゴミは自分で持ち帰り、大会会場を汚す

ことがないようにする。 
 
試合進行について 
・ 本部前に設置された進行表でこまめに確認すること。試合は原則ドロー番号の小さい順に行うが、

進行状況によって前後することがある。 
・ コート番号の下にあるカードの試合が現在行われている試合で、その下のカードは次に予定され

ている控えの試合となる。1～4コートの控えのように、複数コートの控えになることもある。 
・ 自分の試合が控えに入ったときは、そのコート近くで待機し、前の試合が終わり次第すぐに試合が

始められるように準備しておくこと。 
・ 試合の進行状況によってはコート変更もあり得るので、本部からの指示に注意すること。 
 
試合を始めるにあたって 
・ 審判(SCU)がいるか確認し、必ず対戦相手の名前等を確認してから始めること。(初戦はセルフ) 
・ 小さい番号の選手のボール缶を開封すること。 
・ 試合前の練習は、両サイドのサーブ 2本とする。（計 4本ずつ） 
・ 試合方法は 1セットマッチ 6オールタイブレーク方式で行う。（ノーアドではない） 
 
試合中の注意 
・ 本部から指示がない限り、前の試合の敗者が審判(SCU)を行う。原則、得点の管理を行う。 
・ 選手で解決できないような問題が起こった場合、本部役員を呼ぶことができる。ただし、レフェリ

ーを呼びたい選手は次の手続きをとらなくてはならない。 
  a：相手にレフェリーを呼ぶことをきちんと伝える。 
  b：その後、SCU にレフェリーを呼んでくるように頼み、当人がコートに残る。 
   
試合が終わったら 
・ 試合終了後、勝者は未使用のボールを持って、必ずすぐに本部へ結果の報告をすること。敗者は

使った試合球を持ってコートから出て、帰る準備をする。 
・ 本部への報告は「3番コート、Aが 6対 3で勝ちました。」とわかりやすく簡潔に伝えること。 
 
その他の注意事項 
・ ベンチコーチは一切認められない。 
・ コート外からコート内の選手へのコーチング等の声かけは一切認められない。 
・ 一般の方に対するマナーを忘れない。（公共の施設を大会会場として使用していること、行き帰り

の交通機関におけるマナー等） 


